
合併に係る事前開示書類

　

当社は、２０２０年 ７月 ２２日付当社取締役会決議に基づき、 当社を吸収合併存続会社、 株式会社

ＣＡｗｉｓｅを吸収合併消滅会社とする吸収合併 （以下 「本合併」 といいます。） を行うことといたし

ました。 つきましては、 会社法第７９４条第１項及び会社法施行規則第１９１条の定めに従い、 下記

の通り吸収合併契約の内容その他法務省令に定める事項を記載した書面を備え置くこととします。

（１）

　　

本合併契約の内容

２０２０年７月 ２２日付合併契約書の内容は、 別添のとおりです。

（２）

　　

対価及びその割当ての相当性に関する事項

当社は、本合併に際して対価の交付は行いません。 当社は、吸収合併消滅会社であ

る株式会社ＣＡｗｉｓｅ の発行済株式全部を所有しているため、 かかる取り扱いは相当

であると考えております。

（３）

　　

新株予約権の承継の相当性に関する事項

吸収合併消滅会社である株式会社ＣＡｗｉｓｅは、新株予約権を発行していませんので、
該当事項はありません。

（４）

　　

吸収合併消滅会社の計算書類等に関する事項

吸収合併消滅会社である株式会社ＣＡｗｉｓｅの最終事業年度（２０１８年１０月 １日～２０１９

年９月３０日） に係る計算書類等は別添のとおりです。

（５）

　　

吸収合併存続会社又は吸収合併消滅会社において最終の事業年度末日後に生じた重

　　　

要な財産の処分、 重大な債務の負担その他の会社財産の状況に重要な影響を与える

　　　

事象

　　　

該当事項はありません。

（６）

　　

吸収合併存続会社の債務の履行の見込みに関する事項

２０２０年６月 ３０日現在、当社及び吸収合併消滅会社の貸借対照表における資産の額、
負債の額及び純資産の額は下表のとおりです。（単位 ＝ 百万円）

資産の額 負債の額 純資産の額

吸収合併消滅会社 ２，４８５ １，４６２ １，０２２

当社 １７６，５３５ ７３，５３２ １０３，００２

この結果、 いずれの会社についても、 資産内容に照らして支払能力に問題はなく、
また、 本合併の効力発生日までに資産及び負債の状態に重大な変動を生じる事態は

現在のところ予測されておりませんので、 本合併により当社の負担すべき債務につ

いての履行見込みはあると判断します。



□ 合

　　

併

　　

契

　　

約

　　

書

　

株式会社サイバーエージェント （以下、 甲という。） と株式会社ＣＡｗｉｓｅ （以 下、 乙 とい

う。） は、 次の通り合併に関する契約を締結する。

（合併の方法）
第１条

　

甲と乙は、 甲を吸収合併存続会社、 乙を吸収合併消滅会社として合併し、 甲は乙の

　　

権利義務の全部を承継する。

　　

２

　

合併に係る吸収合併存続会社及び吸収合併消滅会社の商号及び本店は、次のとおり

　　

で あ る。

　

（１） 吸収合併存続会社

　　　

商号：株式会社サイバーエ」ジェント

　　　

本店：東京都渋谷区宇田川 町４０番１号

　

（２） 吸収合併消滅会社

　　　

商 号： 株 式会 社ＣＡ ｗｉｓｅ

　　　

本店：東京都渋谷区渋谷二丁目２４番工２号

（合併に際して発行する株式等）
第２条

　

甲は、 乙の発行済株式の全てを所有しているので、 合併に際して甲の株式を含め－

切の対価を割当交付しない。

（増加すべき資本金及び準備金）

第３条

　

合併により増加すべき甲の資本金、資本準備金及び利益準備金の額は次の通りとす

　　

る。 ただし、 効力発生日における乙の資産及び負債の状態により、 甲乙協議の上、 こ

　　

れ を変 更 す る こ と が でき る。

　　　

（１）

　

資

　　

本

　　

金

　

： 合 併 に より 資 本金 は増 加 しな い も の と す る。

　　　

（２）

　

資

　

本

　

準

　

備

　

金

　

： 合 併 に より 資 本 準備 金 は増 加 しな い もの と す る。

　　　

（３）

　

利

　

益

　

準

　

備

　

金

　

＝合併により利益準備金は増加 しないものとする。

（合併契約書の承認）
第４条

　

乙は、 会社法第７８４条第１項に基づき、 本契約について株主総会の承認を経ないで合

　　

併 を行 う。

　　

２

　　

甲は、 会社法第７９６条第２項に基づき、 本契約について株主総会の承認を経ないで合

　　

併 を行 う。

（効力発生日）
第５条

　

効力発生日は、２０２０年１０月１日とする。 ただし、 合併手続き進行上の必要性その他

　　

の事由により、 甲乙協議の上、 会社法の規定に従い、 これを変更することができる。

（会社財産の引継）
第６条

　

乙は、２０２０年６月３０日現在の貸借対照表その他同日現在の計算を基礎と し、 これに

　　

効力発生日までの増減を加除した一切の資産、負債及び権利義務を効力発生日におい

　　

て 甲 に引 継 ぐ。

（会社財産の管理義務）
第７条

　

甲及び乙は、 本契約締結後効力発生日まで、 善良なる管理者の注意をもってその業

　　

務執行及び財産の管理、運営を行い、その財産及び権利義務に重大な影響を及ぼすお

　　

それのある行為を行う場合には、 あらかじめ甲乙協議し合意の上、 これを行う。



（従業員の引継及びその処遇）

第８条

　

甲は、 効力発生日において、 乙の従業員を引継ぐものとし、 従業員に関する処遇に

ついては、 別に甲乙協議の上、 これを定める。

（退任取締役及び監査役の処遇）
第９条

　

合併に際して甲の取締役等に就任しない乙の取締役または監査役に対し、効力発生

　　　

日前日までの在任期間にかかる報酬等を支給する場合は、乙の株主総会における承認

　　

を得て行うものとするほか、 甲乙協議して定めるものとする。

（合併条件の変更及び合併契約の解除）
第１０条

　

本契約締結の日から効力発生日までに、 天災地変その他の事由により、 甲または乙

　　

の資産状態、 経営状態に重大な変動が生じたときは、 甲乙協議の上、 書面により合併

　　

条件を変更し、 または本契約を解除することができる。

（本契約の効力）
第１１条

　

本契約は、本契約の履行に必要な法令に定める関係官公庁の承認を得られないとき

は、 その効力を失う。

（本契約に定めない事項）
第１２条

　

本契約に定める事項のほか、 合併に関し必要な事項は、 本契約の趣旨に従い、 甲乙

協議の上、 これを定める。

本契約締結の証として本書１通を作成し、 甲乙記名 捺印の上、 甲が原本、 乙がその写しを

保有する。

２０２０年 ７月 ２２日

甲

　

東京都渋谷区宇田川町４０番１号

　

株式会社サイバーエージェント

　

代表取締役 藤田

　

晋

－

　　

．・

　　

ノ

乙

　

東京都渋谷区渋谷二丁目２４番１２号

　

株式会社ＣＡ Ｗｉｓｅ

　

代表取締役

　

堂前

　

糸己良＝



決算報告書

目

　

２０１８年 １０月

　

１日

至 ２０１９年

　

９月 ３０日

東京都渋谷区渋谷２‐２４一１２



貸 農書も，裏 表
株式会社ＣＡＷｉｓｅ

（単位；千円）

資産の音 負債の部
科

　　　

目 金

　　

額 科

　　　

目 金

　　　

額
【流動資産】
普通預金
売掛金
前払費用
未収入金
未収消費税
流動資産合計

【固定資産】
（有形固定資産）
工具器具備品
工具器具備品減価償却累計額

　

有形固定資産合計
（無形固定資産）
ソフトウェア
ソフトウェア減価償却累計額
ソフトウェア仮勘定

　

無形固定資産合計
（投資その他の資産）
貸倒引当金」長期
繰延税金資産－長期
破産更生債権等

　

投資その他の資産合計
固定資産合計

　

５０１，２４４

１，３２４，３１３

　

２，３９７

　

７，２３１

　

３５，８０１

１，８７０，９８５

　

１４，３２６

乙１１，６１８

　

２，７０７

　

７０７，３８６

乙６７７，８７４

　

２５６，６８９

　

２８６，２０１

　

乙２，９５０

　

４６，０２８

　

２，９５０

　

４６，０２８

３３４，９３６

【流動負債】
買掛金
未払金
未払費用
前受金
預り金
未払法人税等
連結納税未払金
流動負債合計

【固定負債】
勤続インセンティブ引当金
田宗負債合計

１，２８２，８５５

　

４４，６０３

　

１６，２７４

　

２９，５９２

　　

２１０

　

２７，３２７

　

６９，５１５

１，４７０１３７７

　　

９，７４６

　　

９，７４６

負債合計 １，４８０，１２３

網貫産ひノ司）
科

　　　

目 金

　　　

額
【株主資本】

　

資本金
【利益剰余金】

　

（その他利益剰余金）

　

繰越利益剰余金

　

利益剰余金合計
株主資本合計

　　　　　　　　

１２０，０００

（

　　　　　　　　　

６０５，７９９）

　　　　　　　

６０５，７９９

　　　　　　　

６０５，７９９

　　　　　　　

７２５，７９９

純資産合計 ７２５，７９９

９２２



損

　

益

　

計

　

算

　

書
目

　

２０１８年 １０月

　

１日

　

至 ２０１９年

　

９月 ３０日

株式会社ＣＡＷｉｓｅ

（単位；千円）

科

　　　

目 金

　　

額
【売上高】
広告売上高

　

売上高合計
【売上原価】
広告仕入高
ソフトウェア償却費 源、価
業務委託インソース一原価
アドテク運営費原 価
人材派遣料」原価
ハウジング－原価
施設利用料－原価
システム利用料非｛価
他勘定振替－原価

　　

売上総利益
【販売費及び一般管理費】

　　

営業利益
【営業外収益】
受取利息
為替差益
雑収入

　

営業外収益合計
【営業外費用】
消費税差額－費用
為替差損
雑損失

　

営業外費用合計

　　

経常利益
【特別利益】
その他の特別利益

　　

“

　　　

′′・；‘

　

へ二．

　　

イｔｒ刀ＩＪ′１・Ｊ且ルロ

　

ロ１
【特別損失】
減損損失
その他の特別損失
移転費用

　

特別損失合計

　　

税引前当期純利益

　　

法人税等合計
法人税、住民税及び事業税
法人税等調整額
過年度法人税等

　　

当期純利益

８，０９６，０６７

８，０９６，０６７

６，２５３，７０２

６，０３７，７９９

　

７５，６４３

　

１４２，６３６

　

４８，１１２

　

７，４４３

　

２４，８３６

　

２７，９３５

　

１，１５９

　

１１１，８６１

　

８

６，７７８

３，２７６

１，８４２，３６６

　

４ｑ１

　

７７０

１，３５０，５９５

　

１０，０６２

　

３，１２０

　

Ｉ

２，８７２

　

２４８

１，１５２

１，３５７，５３７

　

１，１５２

　

１２Ｒ

　

０７０

１２５，６２０

２，２５０

　　

２００

１，２３０，６１８

　　

０

３５０，６９５

２９，４９２

　

△８４１

Ｒ５１．２７３



販売費及び一般管理費明細書

　　

目

　

２０１８年 １０月

　

１日

　

至 ２０１９年

　

９月

　

３０日

株式会社ＣＡＷｉｓｅ

（単位：千円）

科

　　　

目 金

　　　

額
１又′【」ぃー，．
給与手当
雑給与
法定福利費
福利厚生費
通勤交通費
外注費
地代家賃
共益費
租税公課
消耗品費
減価償却費
一括償却資産
旅費交通費
通信費
会議費
水道光熱費
支払手数料
新聞図書費
広告宣伝費
交際費
採用研修費
グループ運営費
雑費
勤続インセンティブ引当金繰入
接待交際費一社外会食
人材派遣料
サーバー利用料
アドテク運営費
接待交際費（社外５千円以下）
他勘定振替
システム利用料
保守管理費
販売普恥び

　

ル入日押』日。ー

１７，４１５

４６，２８９

　　

３１０

７，５１７

　

１，７０４

　　

８５１

１２１，６８９

２１，８７７

　

４，０３７

１７，０６１

　

１，８４９

　

２，０９８

　　

４６９

　

１，６８８

７，０５８

　

１，０４２

　

１，８６６

８，３８１

　　

８

６，２６５

　

２，９４４

　　

４６９

　

６，４５０

　　

５６９

　　

２０６

１０，９１８

１３，６５２

　

８，９５９

８６，４８８

　　

４０６

‘８，５８２

９８，６７９

　

１，１３７

４９１，７７０



株主資本等変動計算書
目

　

２０１８年 １０月

　

１日

　

至 ２０１９年

　

９月

　

３０日

株式会社ＣＡＩＶｉｓｅ

（単位：千円）

科

　　

目 変

　　　　　　

動

　　　　　　

事

　　　　　　　

由 金

　　

額
【株主資本】

　

【資本金】

　

隊－ｉ益剰余金】

　

（その他利益剰余金）

　　

繰越利益剰余金

　　

利益剰余金合計

株主資本合計

純資産合計

当期首残高及び当期末残高

当期首残高
当期変動額 剰余金の配当

　　　　　　　

当期純利益
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高
当期首残高
当期変動額
当期末残高

１２０，０００

　

１，５５４，５２６

乙１，８００，０００

　

８５１，２７３

６０５，７９９

１，５５４，５２６

△９４８，７２７

６０５，７９９

１，６７４，５２６

△９４８，７２７

７２５，７９９

１，６７４，５２６

△９４８，７２７

７２５，７９９



個

　

別

　

注

　

記

　

表
目

　

２０１８年 １０月

　

１日

　

至 ２０１９年

　

９月 ３０日

株式会社ＣＡＷｉｓｅ

固定資産の減価償却の方法

　

１ 有形固定資産

　　

定額法を採用 しております。

　

２ 無形固定資産
定額法を採用しております。 なお、 ソフトウェア （自社利用） については、
社内における見込利用可能期間 （５年以内） に基づいております。

引当金の計上基準

　

１ 貸倒引当金

　

債権の貸倒れによる損失に備えるため、 一般債権については貸倒実績率により、

　

貸倒懸念債権等特定の債権については個別に回収可能性を勘案し、

　

回収不能見込額を計上しております。

２ 勤続慰労引当金

　

従業員の勤続に対する慰労金の支出に備えるため、 内規に基づく支給見込額を

　

計上しております。

その他計算書類作成のための基本となる重要事項

　

消費税及び地方消費税の会計処理は、 税抜方式によっています。


